
 

 

 

 

 

  

「グッドイナフ」   
「グッドイナフ」。自分にとってはかなり久しぶりに聞いたような記憶のある懐かしい英熟語でし

た。先日４月２５日に本校で行われた北部地区学校運営協議会に参加された委員のお一人である大学

教授の先生が会議を終えて校長室に戻られてから「グッドイナフ」というお言葉を使われました。か

つて民間人校長がもてはやされた頃に過剰な競争原理を教育に持ち込んだ

り、昨今、業績重視の傾向が強く教育に見られたりしていることに危惧を持

たれてのご発言でした。 

「グッドイナフ」は、日本人としては「すごくいい、最高にいい」のよう

なイメージでとらえてしまう英熟語ですが、これは間違いで、１００点満点

でたとえるなら７０点くらいのイメージだそうです。「ＯＫとダメの２グル

ープに分けるとしたら、どうにかＯＫグループに入る」といった感じ。です

から、「グッドイナフ」は「十分にいい、すごくいい」という意味ではなくて

「ＯＫグループに入るには十分だ。どうにかＯＫラインには届いている」と

いうのが基本的な語感だそうで、日本語にすると「まぁ、それでいいんじゃ

ない？」という感じです。 

ご存知のように、子どもたちにはいろいろな子がいてダイバーシティ(多様性)にあふれています。

それぞれの子に独自の個性があって、体を動かすことが得意な子がいたり、じっくりと考えたりする

のが得意な子もいます。絵を描くのが得意な子、音楽が好きな子、そして、友達との交流が上手な子

だっているでしょう。それを一律にすべての子が１００点を取ることを目標とさせたり、何でも 1番

を取る方向に向かわせたりするのはいかがなものかということでした。 

この日、北部地区学校運営協議会で「本年度の学校経営方針を聞かせていただいた３校はそれぞれ

が学校の課題を把握してそれぞれの特色を生かした手法で学校運営していこうとされている」と承認

していただけました。きっと教授の「グッドイナフ」の範疇であったのだと思います。 

土曜日に運動会が終わりました。かけっこが苦手でいつも６人走れば４番か５番だった自分にとっ

ては友達がみんな運動会を楽しみにしているのに、実はそれほど楽しみにしてはいない児童でした。

むしろ、親にプレッシャーをかけられて苦痛だったのかも

しれません。私とは違って、かけっこが速かったり、運動が

得意だったりする児童は運動会が活躍の場ですから土曜日

もその思いはきっと成就したことと思います。 

一方で、運動でも芸術でも勉強でも、親はついつい自分の

子どもに自分以上のものを期待してしまうものですが、な

かなか思っていたほどには活躍できなかった児童もきっと

いるわけで、そんな時ほどまぁ、教授の「グッドイナフ」で

いいんじゃないでしょうか。６月は２年ぶりの水泳学習が始まり、校外学習も含めてさまざまな学習

の充実の時期となります。ご家族の皆様、地域の皆様、今月もまた学校教育活動へのご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

              流山市立新川小学校 校長 長谷川 伸一  
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本校 HP、スマホからもご覧いただけます。https://schit.net/nagareyama/sinsyou/ 

  



６月の予定 
1日（水）  読み語り 全校集会 

 ２日（木）  朝学サポート（5年生） 

         スクールカウンセラー相談日(6/9より変更) 

 ６日（月）  6年生校外学習 

 ８日（水）  読み語り 

         防犯教室（1年生） 

 ９日（木）  月曜日課 委員会活動 

        朝学サポート（5年生） 

１３日（月）  朝学サポート（6年生） 

         ５年生林間学園 1日目 

１４日（火）   ５年生林間学園２日目 

１５日（水）  県民の日 

１６日（木）  朝学サポート（5年生） 

        環境学習（4年生）、心電図検査(１年生) 

１７日（金）  博物館出前授業（6年生） 

２０日（月）  朝学サポート（6年生）、クラブ活動 

２１日（火）  3年生市内巡り 

4年生クリーンセンター見学 

２２日（水）  読み語り 

         尿検査二次回収日 

２３日（木）  朝学サポート 5年生  

ふれあい遊び 

２４日（金）  特別日課 4時間 

２７日（月）  特別日課 5時間（～６月３０日） 

         朝学サポート（６年生） 

２８日（火）  ロング学習参観 （３～５校時を予定） 

         携帯マナー教室 

２９日（水）  読み語り 

         アルミ缶回収日 

３０日（木）  スクールカウンセラー相談日 

         朝学サポート（5年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な予定 
 

 1日（金）  特別日課６時間 

         ふれあい会（４年生） 

 ４日（月）  朝学サポート（６年生） 

         委員会活動、奉仕作業週間 

 ６日（水）  読み語り 

 ７日（木）  特別日課 5時間、月曜日課 

        朝学サポート（5年生） 

         クラブ活動 

 ８日（金）  短縮日課、個人面談 

              （～７月１５日まで） 

１１日（月）  朝学サポート（6年生） 

１３日（火）  読み語り（1学期最終） 

１４日（水）  朝学サポート（5年生） 

１５日（金）  給食最終日 

１８日（月）  海の日 

 １９日（火）  短縮日課 3時間 

２０日（水）  １学期終業式 

 
※新型コロナウイルス感染症の状況により、 

行事予定は変更となる場合があります。 

 

全校が１つになって応援しました  ～陸上部を励ます会 ～ 
 

  ５月１３日（金）に、陸上部を励ます会が行われ、全校児童で市内陸上大会に出場する選

手を応援しました。コロナ感染防止対策として、陸上選手のいる体育館と教室をオンライン

でつないでの集会となりました。「選手紹介」では、陸上部の選手たちの毎日地道に練習に

取り組んできた自信を表すような「はい」という堂々とした大きな声が体育館に響き渡りま

             した。その後、１００ｍ走や走り幅跳び、ボールスローなどの

             演技披露の映像が流れると、各教室から「わあ」「すごーい」

             と歓声があがり大きな拍手が沸き起こりました。陸上選手の大

             会への決意を感じ取り、心から応援する子どもたちの姿が各教

             室で見られ、学校全体が一つのチームとなっていました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今月までの表彰 
流山市民陸上競技大会 

  5年男子１００ｍ     第３位  ５年  

  小学女子共通８００ｍ 第３位  ５年  

小学校市内陸上大会 

  ５年男子１００ｍ     第２位  ５年  

    ５年女子１００ｍ     第３位  ５年  

 女子走り幅跳び     第７位  ６年  

大規模地震発生時の対応について 
流山市立新川小学校 

≪児童が学校にいる時に東日本大震災の規模の地震発生の場合≫原則として震度５弱以上 

① 全ての活動を中止し、安全を確保して校庭に避難する。 

 (地震発生時の校庭の状況を見て、教室にとどまる場合や、体育館に避難するなどもあります。)    

② 避難後、直ちに保護者への引き渡しを開始します。 

 ・保護者の方は、災害情報などから震度 5弱以上を確認し次第、学校へお迎えに来てください。 

 ・メール等の通信手段が遮断される場合があります。学校からの連絡が無くとも来校してください。 

 ・引き渡し名簿に沿って引き渡しをします。(引き渡し名簿者に変更があった場合は、その都度担任

に連絡してください。名簿に載っていない方への引き渡しはできませんのでご了承ください。) 

 ・児童は、引き取り者がお迎えに来るまで学校で待機します。お迎えが夜間になりましても、学校に

は児童一人ひとりに非常食と飲料水の用意がありますのでご安心ください。 

 ・給食調理等も中止しますので、午前中であっても引き渡しを実施します。 

③ 学校からの連絡は、以下の方法で行います。 

・スキットメール 

・ホームページ(http://www.nagareyama.ed.jp/sinsyou/) 

・災害伝言ダイヤル（１７１） 

「１７１」をダイヤルします。⇒ガイダンスに沿って「２」【伝言再生】⇒学校の電話番号 

 ０４－７１５２－３００４ をダイヤルします。  詳しくは NTT東日本「災害用伝言ダイヤル」 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html  を参照してください。 

≪児童が登下校中に震度５弱以上の地震発生の場合≫ 

登下校中の児童は状況に応じて、学校へ向かうか、自宅へ向かうか判断することになります。学校

にそのまま登校したり、学校に戻ったりした児童については、学校で待機し引き渡しを行います。た

だし、地震の大きさは登下校中の児童には分かりませんし、安全確認も難しいと思われます。ご家庭

におきましては、普段からご自宅、通学路での身の守り方(倒れてこない、落ちてこないところで頭

を守り身をかがめる)や、どこへ避難するか等話し合っておくようにしてください。 

≪その他≫ 

・児童の引き渡しを実施する場合は、地震以外にも大規模自然災害発生時、不審者等による緊急避

難等、児童の安全確保が難しい場合です。状況によっては教師引率のもと、集団下校する場合もあ

ります。その際もメールやホームページでお知らせします。 

 

ぜひご相談ください 
学級の中でのお子さんの様子について、「学習についていけない」「集団の中でみんなと一緒に行動す

ることが難しい」「落ち着きがない」など、心配なことや気になることがあるときには、教頭または特別支援

コーディネーターまで、お気軽にご相談ください。よりよい支援方法を一緒に考えていきます。 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html

